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6)コ バ ル トク ロ ム 合 金 金 属 床 の バ レル 研 磨 に

関 す る研 究

－ ク ラ ス プ の 変 形 と抑 制 法 につ い て －

○中山 公人,松 村 奈美,山 森 徹雄

(奥羽大 ・歯 ・歯科補綴)

【目 的 】 バ レル 研 磨 は研 磨 材 と被 研 磨 体 の 相 互

摩 擦 作 用 に よ る こ とか ら,ク ラ ス プ な どの 突 起 物

は 研 磨 材 の 衝 突 と摩 擦 で 変 形 す る こ とが 予 測 され

る。 そ こで,バ レル 研 磨 が ク ラス プ の変 形 に及 ぼ

す 影 響 と,そ の 抑 制 法 につ い て 検 討 した 。

【方 法 】 小 臼 歯 の ク ラ ス プ を想 定 した 試 料Aと

大 臼 歯 を想 定 した試 料Bを 製 作 した。 試 料Aは 鉤

腕 部 の 長 さ12mm,鉤 肩 部 の 幅2mm,厚 さ1mm,

鉤 尖 部 の 幅1mm,厚 さ0.5mmと した 。 試 料B

は 鉤 腕 部 の 長 さ14mm,鉤 肩 部 の 幅2.5mm,厚 さ

1.25mm,鉤 尖 部 の 幅1.25mm,厚 さ0.63mmと した 。

鉤 尖 間 距 離 は 試 料Aが4mm,試 料Bが7.5mm

と した。義 歯 床 部 は長 さ30mm,幅20mm,厚 さ1.5mm

と し,コ バ ル トク ロ ム合 金 を 用 い て 一 塊 鋳 造 した 。

バ レル 研 磨 は 山 森 らの 方 法 に 準 じ た。 ク ラ ス プ の
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変形を鉤尖問距離に代表 させ,研 磨前,一 次研磨

後,二 次研磨後に計測 した。次に,ク ラスプの変

形抑制法 として鉤尖間をポリエチレンチューブで

連結 ・保護 してバ レル研磨を施 した。

【結果 と考察】試料Aの 「チューブなし」では,
一次研磨後 で平均0 .43mm,二 次研磨後 で平均

0.57mm増 加 した。チューブで連結 ・保護すると

0.01mm未 満 となった。試料Bの 「チューブな し」

の変化量 は一次研磨後で平均0.26mm,二 次研磨

後で平均0.31mm増 加 した。チューブで連結 ・保

護すると,変 化量は0.08mm未 満であった。試料

Bの 変化量が小 さかったのは鉤尖問距離の影響 と

考 えられた。鉤尖間距離の増大に研削量は影響せ

ず,鉤 腕の変形によるものと考えられた。

【結 論】フレームワークの研磨にバ レル研磨 を

応用 しても,鉤 尖を連結 ・保護す ることにより,

クラスプに変形を与 えることなく表面粗 さの改善

が可能であることが示 された。

(65)


